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Ⅰ．はじめに
指文字は、文字に対応した手型であり、それ
により単語を視覚的に綴ることができ、聴覚障
害者のコミュニケーション手段であるだけでな
く、聴覚障害児教育および盲ろう児教育におい
て言語指導の目的で使用されてきた。1880年
の第 2 回聾教育国際会議以降、口話法主流の情
勢の中、最初に国家的規模で指文字の使用実践
に取り組んだのは、ソビエト社会主義共和国連
邦であり、1950 ～ 60年代に実践が進み、幼児
期からの指文字の使用は音声言語の発達を促
進することが報告された （Moores， 1972）。ま
た、米国では、1960年代末にトータル・コミュ
ニケーションの実践が台頭し、手話や指文字等
の早期導入が開始された （草薙， 1982）。他方、
1970年代頃は、一般的な乳幼児の音声言語発達
に関する研究が進展し、障害の有無にかかわら
ずコミュニケーションの重要性が強調され、自
然な文脈を活用した言語指導プログラムへの関
心が高まった時代でもあった （大井， 1994）。聴
覚障害児教育においても、乳幼児期のコミュニ
ケーションが重視され、その中で手指の役割に
対する注目が高まった。近年では、幼児期の言
語獲得における指文字の役割が期待されている 
（Grushkin， 1998；MacGlaughlin， 2018；Padden， 
2006）。本稿では、聴覚障害幼児の言語獲得に
おける指文字の役割について検討するため、指
文字の基本的特徴を整理した上で、聴覚障害児
の指文字獲得過程、語彙獲得における指文字の
役割について国内外の研究を概観し、今後の課
題について論考することを目的とする。
なお、英語では文字単位をManual Alphabet、
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日本語の語彙獲得における指文字の使用方略とその効果について検討する必要があ
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それらを用いて単語を綴る体系については
Finger Spellingという用語の使用が多いが、我
が国では双方の区別がなされていない （神
田， 1986）。本稿で使用する「指文字」は主に
Manual Alphabetを意味し、Finger Spellingに対
応する表現としては「指文字で綴る／表す」等
を用いる。
Ⅱ．我が国の幼稚部における指文字の普及
現在の我が国の指文字は、1929年の米国視
察後、大阪市立聾学校の大曽根源助により作成
された （神田， 1986）。ただし、20世紀は手指
を用いない口話法が広まっており、特に幼稚部
において指文字の普及に至るには長い時間を要
した （清野， 1979）。1960年代以降、ソ連や米
国の影響を受け、我が国でも幼児期から指文字
を導入した実践が少しずつ報告され始めた （草
薙， 1982）。1989年に草薙・上野 （1990） が全国
の聾学校に実施した調査によれば、幼稚部にお
いて、口話は100%、キューは46%で使用され
ていたが、手話は10%と低く、指文字の使用率
は、高等部 （77.3％） や中学部 （58.7％） では高
かったが、小学部 （24.5％） や幼稚部 （7.0％） で
は低かった。その後、我妻 （1998， 2004， 2008） 
が全国の聾学校を対象に実施した調査により、
幼稚部で半数以上の教員が手話を使用している
学校の割合は、1997年は全体の22.5％であっ
たが、2002年は70.5％、2007年には86.3%と急
激な増加が確認されている。1995年に文部省
が改定した「聴覚障害教育の手引き」では、幼
稚部における指文字を活用した指導例が掲載さ
れており、現行の特別支援学校学習指導要領解
説自立活動編 （文部科学省， 2009） においては、
手指の特徴を踏まえた上で幼児の発達段階等を
考慮して活用することが大切である旨が明記さ
れる等、手指の位置づけの変化が伺える。2013
年に井口・原島・田原・堅田 （2018） が、全国
の国公立特別支援学校 （聴覚障害） 幼稚部教員 
（77校147名） を対象に実施した調査では、聴覚
口話は96.8%、手話は87.0%、指文字は64.6%、
キューは15.3%の教員が用いていることが明ら
かになっている。我が国の幼稚部では、コミュ
ニケーション時に音声言語と、手話や指文字
を用いることが多いと考えられるが （井口ら， 
2018）、言語指導上の手指使用には明確な方針
がない状況である （我妻， 2008；小田， 2006）。
Ⅲ．指文字の特徴とその機能
1．指文字の性質や特徴
聴覚障害児教育における指文字の使用につい
論じるにあたり、指文字のその基本的性質や特
徴を整理する。
まず、指文字は「視覚的な手指コード」で
ある。片手の （英国は両手）、屈曲する指の種
類や本数、屈曲の角度、手掌の向きや動きを
組み合わせることにより、各文字を表出し分
ける （Wilcox， 1992）。表出側と受信側で手型
の認識が鏡対称になり、幼児期はこの区別が
つかずに模倣に失敗することがある （近藤・濵
田， 2010）。指文字の用途としては、音声言語
の単語 （主に名詞） を視覚的に綴ることが第一
にある （Padden＆Gunsauls， 2003）。指文字で綴
られる語は、時間の経過と共にまとまりが配
列される線状性の特徴があり （Maxwell， 1988；
Padden， 2006）、その点は手話単語とは異なる。
ただし、各手型が時系列的に読まれるのでは
なく、塊として処理されることが、指文字の
認識速度と記憶課題の実験から示されている 
（Hanson， 1982；Emmorey & Petrich， 2011）。
また、指文字は「口形と同時に利用」される
特徴がある。様々な国の手話通訳者の伝達方法
を分析した研究において、どの国でも指文字表
出時に口形を伴わせ、伝達の補助にしていると
報告されている （Nicodemus， Swabey， Leeson， 
Napier， Petitto＆Taylor， 2017）。聴覚障害者が
指文字を読み取る際には、手指だけでなく口に
注視点が置かれていることが、眼球運動を指標
とした事例検討により明らかになっている （雁
丸・四日市， 2005）。
最後に、指文字は「各言語の表記文字システ
ムに対応」していることに留意する必要がある。
例えば、英語は文節音に対応しており、文字 
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（指文字） と発音が 1 対 1 対応ではないが、ロ
シア語は表音性が高く、綴り通りに発声される
ため、文字 （指文字） と発音がおおむね一致す
る。言語指導上の指文字の使用効果の検討にお
いては、この言語間の違いを考慮する必要があ
る （草薙， 1982）。
2．我が国の指文字の構造的な特徴
我が国の指文字は、米国の指文字を参考に
作成され、仮名文字に対応した45の片手の手
型があり、「ヲ」と特殊音節は手型の移動によ
り表す。神田 （1986） は、米国の指文字 （以下、
米国指文字） と我が国の指文字 （以下、日本指
文字） の構造を比較しており、その結果をまと
めると、日本指文字の特徴は以下 4 つが挙げら
れる。
①音節対応：基本的に音節に対応しており、
口形 （発音） と併せやすいが、拗音・促音表現
は 1 音節 2 文字となり （例：キ＋ャ、ャは胸側
に引く）、口形とやや併せにくい。
②手型数が多い：米国指文字の手型は26種 
（他国も30種前後） だが、日本指文字は45種と
多い。ただし、幼児期にすべて獲得でき （近藤・
濵田， 2010）、成人でも 1 カ月程度で流暢に表
出可能となる （清野， 1979）。
③手首の回転動作を要する手型が多い：同一
手型で表す指文字を他にもつものが26 （58%） 
と多く、それらを識別するために手首を回転さ
せる必要がある （例：マ -ミ -ユ -ワ）。そのため、
指文字で語を綴る際に動きの変化が多くなり、
手指の動きを調整することに労力を要する。
④文字象形以外からの創作：母音と各行最
初の文字の14字に米国指文字の手型が採用さ
れた （タはTを改良）。残り31字の作字原理は、
A.片仮名の字形を真似る （象形） （例：ミ、ノ）、
B.音価を表す他の記号を示す （仮借） （例：手話
数字 9 -ク）、C.語の最初の音で代表する （頭韻
法） （例：きつね -キ） の 3 つに分類される。諸
外国の指文字はAによる創作が主であるが、日
本指文字は字数が多かったためB、Cも採用し
て創作したと考えられる。
Ⅳ．聴覚障害児の指文字獲得に関する研究
1．指文字の手型の獲得段階
国内外の先行研究により、乳幼児の音声言語
獲得と手話言語獲得の過程は類似しており （武
居， 2008）、手話使用環境下にある乳幼児は、
前言語期に手指喃語の表出から、手話の初語の
表出に至ることが明らかになっている （Petitto 
& Marentette， 1991；武居・四日市， 1999）。また、
手話単語の視覚的音韻の構成要素 （手型・運動・
位置） の 1 つである「手型」の獲得には段階が
ある （McIntire， 1977；Boyes-Braem， 1990；武居， 
2008）。McIntire （1977） によると、幼児期に出
現する手話 （幼児手話） は簡易で調動しやすい
手型 （無標手型と呼ばれる、指文字A、S等の
手型） が大部分であり、複雑な手型からなる手
話単語を表すときは、この簡易な手型を代用す
る発達上の誤りが生じる。また、Boyes-Braem 
（1990） は、手話手型の獲得を4段階で示してい
る （Table 1）。
指文字も手話の手型の獲得段階に準じて形成
され、米国では、2 歳以降徐々に表出できる手
型が増え、4 歳頃にすべての手型が完成するこ
とが報告されている （Bllumental-Kelly， 1995；
Grushkin， 1998；Maxwell， 1988；Padden， 1991；
Padden & LeMaster， 1985）。我が国でも同様に、
4 歳頃に指文字の手型が完成することが報告さ
れている （近藤・濵田， 2010）。音声言語と手話
を併用する幼稚部の 3 歳児 4 名を対象とした、
指文字手型の模倣の発達に関する 7 ヶ月間の縦
断的調査から、3 歳前半では手型が上手く模倣
できず、3 歳後半頃になると相手と自身の手型
の差異を認識し自己修正する様子がみられ、4
歳頃にほとんどの手型が完成し、「キ、チ、ツ」
等の手型は正確に表せない場合もあるという、
発達段階があることが示されている （近藤・濵
田， 2010）。Table 1にBoyes-Braem （1990） の手話
手型獲得の各段階に応じた日本指文字を筆者の
判断により付記した。ただし、日本指文字は手
首の回転運動を要するものが多く、手型は同型
であっても調動が難しい可能性もある。幼児期
から日常で指文字を使用しながら、段階に応じ
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て手型の模倣や修正を促す関わりが、手型の形
成に必要であると考えられる。
2．指文字表出・受容の発達段階
次に、指文字で単語を綴ること （表出） とそ
の読み取り （受容） の発達について、家庭での
ASL会話場面における乳幼児の指文字表出を長
期観察した研究 （Akamatsu， 1982；Bllumental-
Kelly， 1995；Erting， Thumann-Prezioso & 
Benedict， 2000；Maxwell， 1988；Padden， 1991；
Padden ＆ LeMaster， 1985） や、児童期の聴覚障
害児に対する実験 （Mayberry & Waters， 1991） 
等により、以下の 3 つの発達段階があること
が予想されている （Hile， 2017；Padden， 2006）。
Table 2に第 1・2 段階の幼児の指文字使用事例
を示した。
第 1 段階：指文字で綴られた単語全体 （gestalt 
of the word） を手話単語のように認識し、動き
の輪郭 （Wilcox， 1992） 等と呼ばれる動きの特徴
を模倣しようとする段階である （Padden， 1991；
2006）。乳幼児期にASL使用環境下にある聴
児 （Akamatsu， 1982）、聴覚障害児 （Bllumental- 
Kelly， 1995；Maxwell， 1988；Padden＆LeMaster， 
1985） の指文字の模倣や表出を観察した研究に
より、2 歳頃に手指をくねくねと動かす指文
（手型のイラストはBoyes-Braem，1990より）
Table 1　手型の獲得段階と日本指文字
段階 Stage 1 Stage 2
⼿型
(Boyes,1990)
類似する
⽇本指⽂字
A=ア-タ，S=サ，L=レ-フ-ム，
b0-モ，G=ヒ-ソ，5=テ-ネ，C＊エ   B＊ケ・ク・ホ，F=メ，O=オ
段階 Stage 3 Stage 4
⼿型
(Boyes,1990)
類似する
⽇本指⽂字
I=イ，Y=ヤ-ヘ，D＃，P-カ，
３=ル-シ-ス，V-ニ-ナ，
H=ウ-ハ-ト，W=ワ-マ-ミ-ユ
8#，７#，X=ヌ
R=ラ，T#
記号     =同型・同向き  ー同型・異向き  ＊類似型・同向き  ・類似型・異向き  #該当なし
 ※異向きの場合は⼿⾸の調動が難しいものもあり，獲得段階が後になる可能性もある．
 上記⼿型に含まれない指⽂字：キ，コ，セ，チ，ツ，ヨ，ロ
 動作を含む指⽂字：ノ・ン（G型でカタカナを空書き），モ（親指と⼈差し指をつける）
          リ（V型を斜下に動かし，リの軌跡をかく），ヲ（O型を⼿前に引く）
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て手型の模倣や修正を促す関わりが、手型の形
成に必要であると考えられる。
2．指文字表出・受容の発達段階
次に、指文字で単語を綴ること （表出） とそ
の読み取り （受容） の発達について、家庭での
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期観察した研究 （Akamatsu， 1982；Bllumental-
Kelly， 1995；Erting， Thumann-Prezioso & 
Benedict， 2000；Maxwell， 1988；Padden， 1991；
Padden ＆ LeMaster， 1985） や、児童期の聴覚障
害児に対する実験 （Mayberry & Waters， 1991） 
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of the word） を手話単語のように認識し、動き
の輪郭 （Wilcox， 1992） 等と呼ばれる動きの特徴
を模倣しようとする段階である （Padden， 1991；
2006）。乳幼児期にASL使用環境下にある聴
児 （Akamatsu， 1982）、聴覚障害児 （Bllumental- 
Kelly， 1995；Maxwell， 1988；Padden＆LeMaster， 
1985） の指文字の模倣や表出を観察した研究に
より、2 歳頃に手指をくねくねと動かす指文
（手型のイラストはBoyes-Braem，1990より）
Table 1　手型の獲得段階と日本指文字
段階 Stage 1 Stage 2
⼿型
(Boyes,1990)
類似する
⽇本指⽂字
A=ア-タ，S=サ，L=レ-フ-ム，
b0-モ，G=ヒ-ソ，5=テ-ネ，C＊エ   B＊ケ・ク・ホ，F=メ，O=オ
段階 Stage 3 Stage 4
⼿型
(Boyes,1990)
類似する
⽇本指⽂字
I=イ，Y=ヤ-ヘ，D＃，P-カ，
３=ル-シ-ス，V-ニ-ナ，
H=ウ-ハ-ト，W=ワ-マ-ミ-ユ
8#，７#，X=ヌ
R=ラ，T#
記号     =同型・同向き  ー同型・異向き  ＊類似型・同向き  ・類似型・異向き  #該当なし
 ※異向きの場合は⼿⾸の調動が難しいものもあり，獲得段階が後になる可能性もある．
 上記⼿型に含まれない指⽂字：キ，コ，セ，チ，ツ，ヨ，ロ
 動作を含む指⽂字：ノ・ン（G型でカタカナを空書き），モ（親指と⼈差し指をつける）
          リ（V型を斜下に動かし，リの軌跡をかく），ヲ（O型を⼿前に引く）
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字で綴る真似が出現し、3 歳前後に 1 ～ 3 字
程度の短い綴りの単語の動きの特徴を模倣し 
始め （事例 1）、ときに間の文字の省略 （事例
2）、難しい手型の省略や簡易な手型への代用 
（例：R-I-C-E→ I-C-E， 人名Dee→Lee；Padden
＆ LeMaster， 1985） 等があることが示された。
また、指文字の手型は、手話単語の構成要素 （手
型・運動・位置） として音韻的に使用される場
合もあるため、幼児が「指文字」と音韻的な「手
型」を混同する時期があり、この過程を経て手
話単語と指文字の役割や機能が異なることに気
付き始めると考えられている （Wilcox， 1992）。
第 2 段階：指文字で表された単語を各文字に
対応する手型の組み合わせ、「綴り」として理
解し始める段階である （Padden， 2006）。3 ～ 4
歳頃から、動きの輪郭ではなく、単語を構成す
Table 2　幼児の指文字使用事例
発達段階
(Hile,2017)
(Padden,2006)
事例 トランスクリプト／場⾯
事例1
2歳9ヶ⽉
deaf
（Maxwell,
1988）
⽗ ：PT-⼦の靴 ※O-F-F ?  （= take shoes off）
⼦ ：（⾸振り） N-O
⽗ ：PT-⾃分 PT-⽗の靴 ※O-F-F?
⼦ ：（頷き） ※O-F-F
※ O-F-FはO-Fと表してFの⼿型を横に動かす（語彙化している）
事例2
2歳0ヶ⽉
deaf
（Bllumental-
Kelly,1995）
(⽗が⼦にPotato chipsが欲しいか尋ねる）
⽗ ：｛POTATO｝C-H-I-P-S
⼦ ：｛POTATO｝C-H-P，C-H-P（要求する）
   （ 「I 」の抜け落ち）
事例3
3歳1ヶ⽉
deaf
（Maxwell,
1988）
（⼦どもはCATと指⽂字で表そうとする）
⼦ ：C-A, 5, W, V, 3, V （「T」ができない）
親 ：T-A-C？ （⼦をからかって）
⼦ ：C-A-T  （親の表現を笑って訂正する）
事例4
3歳5ヶ⽉
deaf
（Maxwell,
1988）
（昼⾷時アイスを⾷べている時）
⽗ ：I-C-E｛SPELL｝I-C-E
⼦ ：E-C-I  I-E-C  I-C-E
（しばらくしてアイスをほしがる）
⼦ ：｛I｝｛WANT｝I-C-E
⺟ ：｛FINISH｝｛AGEIN｝?
⼦ ：｛I｝｛WANT｝I-C-E｛YES｝
事例5
5歳5ヶ⽉
deaf
（Maxwell,
1988）
⼦ ：｛STRAW｝S-W-A-R-T  S-W  S-R-A
⺟ ：（⾸振り）
⼦ ：S-T-A-W
⺟ ：R-A-W
⼦ ：S-T-R-A-W
事例6
2歳9ヶ⽉
deaf
（Erting，
2000）
絵本を読んでいる時，⾃分の名前の頭⽂字を⾒つけ，
⽂字を指差し，指⽂字で表し，また⽂字を指さす。
⺟親（Mom）の⽂字はどれか尋ね，⺟親が「M」の
⽂字を指さすと，指⽂字で「M」と表す。
事例7
5歳
hearing
（Akamatsu，
1982）
⼦ : t,  r,  e,  e  （絵本を⾒て綴りを発声）
教員:｛RIGHT｝T-R-E-E ｛RIGHT｝
⼦ : （PT-T）  T,  （PT-R） R,  （PT-E） E-E
（１⽂字ずつ指差しながら指⽂字表出）
第１段階
第2段階
PT-：指差し,｛ ｝：⼿話単語,  ⼤⽂字AB：指⽂字（ A-B：連続表現）,  ⼩⽂字ab：発声, （ ）：補⾜事項
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る要素に注意が向き、意味を成すためには、指
文字を正しい順序で表すことが重要であるとい
う意識が芽生え始め、同時に指文字の使用が増
加することが観察されている （Grushkin， 1998；
Maxwell， 1988；Padden＆LeMaster， 1985；事例
3）。指文字の綴りの順序の誤りが多くみられ、
大人の補助を得て自己修正を繰り返す中で正し
い綴りが獲得されていく （Maxwell， 1988；事例
4・5）。また、絵本等で見た文字単語を指文字
で表出する等、文字と指文字の対応関係の認識
が始まる時期でもある （Akamatsu， 1982；Erting 
et al， 2000；事例 5・6）。乳幼児期から指文字
に接している幼児は、2 歳～ 4 歳中頃に第 1 段
階から第 2 段階への移行が始まり、初期は 2 つ
の段階が重複し、両タイプの指文字表出の誤り
が出現する場合もある （Padden， 2006）。
第 3 段階：流暢に指文字で単語を綴り、指
文字を読み取り「単語」として意味を理解でき
る段階である。指文字で綴られた単語を、個々
の手型よりも、単語のまとまり （fingerspelling 
synthesis） として捉える段階である （Mayberry 
& Waters， 1991）。指文字が音声言語の内的表
象となり、単語の記憶や想起に利用されるよう
になる （Hirsh-Pasek， 1987；Padden， 2006）。小
学校低学年以前にこの段階に至ることが望ま
れるが、中学年以降でも至っていない場合があ
ることが報告されており （Mayberry＆Waters， 
1991）、第 3 段階への移行・形成に関するさら
なる研究が求められている （Hile， 2017）。
以上より、ASL使用環境下にある幼児の指
文字の表出と受容の発達には 3 段階のステップ
があり （Hile， 2017；Mayberry＆Waters， 1991；
Padden， 2006）、各段階への移行は、言語獲得
において重要なターニングポイントとなると考
えられるが、移行に関わる要因等、定かではな
いことが多い （Hile， 2017）。ASL以外にスイス
手話環境下においても同様の指文字表出の発達
段階が示されている （Roos， 2013）。我が国で
は、乳幼児期からの指文字獲得段階に関する研
究はほとんど行われていないが、おおよそ同様
の発達段階を経ると予想される。ただし、指文
字が音声言語の内的表象となる過程では、日本
指文字は音節対応であり、発音を併せやすいこ
と等から、欧米圏とは異なる特徴を示す可能性
があると考えられる。
3． 文字獲得・音韻意識発達との関係
聴覚障害児は、単語の綴りを文字と指文字と
いう 2 つの形式で認識することになる。聴覚障
害児が文字に興味をもち始め、読める文字の拾
い読みが始まる時期に、聴覚障害のある親は文
字と指文字を対応させて示す働きかけをしてい
ることが報告されている （Erting， et al， 2000；
MacGlaughlin， 2018；Maxwell， 1988；Padden， 
1991；Padden ＆ LeMaster， 1985）。Allen （2015） 
は、3 ～ 7 歳の聴覚障害児251名を対象とした
大規模な調査を実施し、萌芽的リテラシーの時
期における文字知識の取得において、指文字が
重要な役割をもつことを明らかにした。また、
指文字と文字間の双方向の処理を可能にするこ
とが、語彙獲得やリテラシー能力の形成に良い
影響をもたらすと考えられている （Haptonstall-
Nykaza & Schick， 2007； Hile， 2017）。そのため、
幼児期に家庭においても、日常のコミュニケー
ションの中で指文字と文字の関係に触れさせる
関わりが重要であると考えられ （Allen， 2015；
Padden & Ramsey， 1998）、聴覚障害児の親に対
する指文字使用のモデル提示等のサポートが必
要となる （MacGlaughlin， 2018）。
また、文字の読みには、音韻意識の発達が関
連している。欧米では音素に対する音韻意識と
の関係が注目されているが、我が国では日本語
の仮名文字 （特に基本音節を表す文字） が音節
に対応するため、音節に対する音韻意識が重点
的に研究されている （大六， 1995）。幼児期は単
語を不可分な音の連続体として捉えている段階
があり、単語の音節への分解・抽出の行為と文
字習得の相互発達の中で、4 歳後半期までに音
節単位に語を分解し、拍単位の分解が可能にな
る段階へと進む （天野， 1970）。聴覚障害児も幼
稚部から小学部にかけての継続的な指導によ
り、音韻意識を獲得することが明らかになって
おり、意図的な音声の入力、口声模倣、読話、
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る要素に注意が向き、意味を成すためには、指
文字を正しい順序で表すことが重要であるとい
う意識が芽生え始め、同時に指文字の使用が増
加することが観察されている （Grushkin， 1998；
Maxwell， 1988；Padden＆LeMaster， 1985；事例
3）。指文字の綴りの順序の誤りが多くみられ、
大人の補助を得て自己修正を繰り返す中で正し
い綴りが獲得されていく （Maxwell， 1988；事例
4・5）。また、絵本等で見た文字単語を指文字
で表出する等、文字と指文字の対応関係の認識
が始まる時期でもある （Akamatsu， 1982；Erting 
et al， 2000；事例 5・6）。乳幼児期から指文字
に接している幼児は、2 歳～ 4 歳中頃に第 1 段
階から第 2 段階への移行が始まり、初期は 2 つ
の段階が重複し、両タイプの指文字表出の誤り
が出現する場合もある （Padden， 2006）。
第 3 段階：流暢に指文字で単語を綴り、指
文字を読み取り「単語」として意味を理解でき
る段階である。指文字で綴られた単語を、個々
の手型よりも、単語のまとまり （fingerspelling 
synthesis） として捉える段階である （Mayberry 
& Waters， 1991）。指文字が音声言語の内的表
象となり、単語の記憶や想起に利用されるよう
になる （Hirsh-Pasek， 1987；Padden， 2006）。小
学校低学年以前にこの段階に至ることが望ま
れるが、中学年以降でも至っていない場合があ
ることが報告されており （Mayberry＆Waters， 
1991）、第 3 段階への移行・形成に関するさら
なる研究が求められている （Hile， 2017）。
以上より、ASL使用環境下にある幼児の指
文字の表出と受容の発達には 3 段階のステップ
があり （Hile， 2017；Mayberry＆Waters， 1991；
Padden， 2006）、各段階への移行は、言語獲得
において重要なターニングポイントとなると考
えられるが、移行に関わる要因等、定かではな
いことが多い （Hile， 2017）。ASL以外にスイス
手話環境下においても同様の指文字表出の発達
段階が示されている （Roos， 2013）。我が国で
は、乳幼児期からの指文字獲得段階に関する研
究はほとんど行われていないが、おおよそ同様
の発達段階を経ると予想される。ただし、指文
字が音声言語の内的表象となる過程では、日本
指文字は音節対応であり、発音を併せやすいこ
と等から、欧米圏とは異なる特徴を示す可能性
があると考えられる。
3． 文字獲得・音韻意識発達との関係
聴覚障害児は、単語の綴りを文字と指文字と
いう 2 つの形式で認識することになる。聴覚障
害児が文字に興味をもち始め、読める文字の拾
い読みが始まる時期に、聴覚障害のある親は文
字と指文字を対応させて示す働きかけをしてい
ることが報告されている （Erting， et al， 2000；
MacGlaughlin， 2018；Maxwell， 1988；Padden， 
1991；Padden ＆ LeMaster， 1985）。Allen （2015） 
は、3 ～ 7 歳の聴覚障害児251名を対象とした
大規模な調査を実施し、萌芽的リテラシーの時
期における文字知識の取得において、指文字が
重要な役割をもつことを明らかにした。また、
指文字と文字間の双方向の処理を可能にするこ
とが、語彙獲得やリテラシー能力の形成に良い
影響をもたらすと考えられている （Haptonstall-
Nykaza & Schick， 2007； Hile， 2017）。そのため、
幼児期に家庭においても、日常のコミュニケー
ションの中で指文字と文字の関係に触れさせる
関わりが重要であると考えられ （Allen， 2015；
Padden & Ramsey， 1998）、聴覚障害児の親に対
する指文字使用のモデル提示等のサポートが必
要となる （MacGlaughlin， 2018）。
また、文字の読みには、音韻意識の発達が関
連している。欧米では音素に対する音韻意識と
の関係が注目されているが、我が国では日本語
の仮名文字 （特に基本音節を表す文字） が音節
に対応するため、音節に対する音韻意識が重点
的に研究されている （大六， 1995）。幼児期は単
語を不可分な音の連続体として捉えている段階
があり、単語の音節への分解・抽出の行為と文
字習得の相互発達の中で、4 歳後半期までに音
節単位に語を分解し、拍単位の分解が可能にな
る段階へと進む （天野， 1970）。聴覚障害児も幼
稚部から小学部にかけての継続的な指導によ
り、音韻意識を獲得することが明らかになって
おり、意図的な音声の入力、口声模倣、読話、
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文字、キューサインや指文字等が獲得を促すた
めの手段として考えられている （長南， 2005）。
長南 （2006） が、指文字を使用している聴覚障
害児 （年長、小学 1・2 年） に実施した音節分
解課題では、基本音節の分解は就学前から可能
であり、特殊音節は拍や文字を単位とする分解
へ変化するという、文字を利用した言語指導を
受けた聴覚障害児と類似した特徴 （斎藤， 1978） 
が示された。個々の仮名文字の呼称は音韻意識
とは独立に習得できるが、単語を読んでその意
味を理解するためには音韻意識が必要条件とな
ると報告されている （大六， 1995）。近藤・濵田 
（2010） も、個々の手型の模倣ではなく、単語
単位で指文字を表出できる時期が、聴児の音韻
意識が急速に発達する時期と一致すると予想し
ており、指文字の獲得について検討する際には
音韻意識の発達も併せて評価する必要がある。
Ⅴ．語彙獲得における指文字の役割
1．幼児期の語彙獲得と指文字の使用
豊富な語彙知識は言語表現において必須であ
り、語彙獲得は言語獲得の基盤となる。幼児期
の語彙獲得は複雑なメカニズムが働いており、
幼児が興味を向けている物に対して呼称する 
（注意追従） ほうが、大人が提示する物に注意
を向けさせて呼称する （注意誘導） よりも学習
効果が高いことや （Tomasello & Farrar， 1986）、
大人の意図や情動の認知も語彙獲得に関与し
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字獲得や語彙獲得に効果的であったと考えられ
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か）。Bllumental-Kelly （1995） は、幼児の命名を
求める行為が増える時期に、聴覚障害のある親
は指文字をSandwiching法で頻繁に使用するこ
とを報告している。Sandwiching法とは、指文
字で単語を綴る前後に、手話単語 （または実物
や絵等） を提示することにより、手話 （または
実物や絵等） と英単語を関連付ける方法である 
（Bllumental-Kelly， 1995）。他方、聴者の親や教
員は、手話を用いる場合でも、幼児の関心や興
味を一方的に誘導し、模倣や発言を強制するよ
うな介入方法をとる傾向がある （松崎・菅井， 
2003；Swisher， 1992）。そのため、親や教員に
対して、幼児を主体とした相互交渉の中での指
文字使用モデルを示す必要があると考えられ
る。
2．教育現場における指文字の使用
教員による指文字提示は、聴覚障害児が音声
言語の語彙に接する機会を増やし、聴覚障害児
自身による指文字表出は、筋運動感覚を通し
て単語の記憶に有効となると考えられている 
（Dawson， 1976；Grushkin， 1998）。Haptonstall-
Nykaza＆Schick （2007） は、4 ～14歳の聴覚障
害児21名、2 群 （親も聴覚障害者；DOD群 9
名， 親は聴者；DOH群12名） を対象とし、手
話条件と指文字条件の 2 つの方法で英語の新出
語を学習させ、学習直後と 1 日後に 3 つの試験
を用いて単語の正しい綴りの定着度を比較した
結果、DOD群もDOH群も指文字を使用した学
習法で新出語の定着度が高かったことを明らか
にした。この結果から、新出語の綴り獲得に指
文字の使用が効果的であり、指文字は英単語の
解読 （decoding） を容易にするための視覚的な
音韻のつながりとして役立つと主張している 
（Haptonstall-Nykaza＆Schick， 2007）。
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米国では、新出単語や英単語として強調し
たい単語等を提示するときに指文字を提示す
る方法や、Chainingと言われる指導技術が用い
られていることが報告されている （Humphries 
& MacDougall， 2000；Padden & Ramsey， 1998）。
Chainingとは、ある一つの概念を示すのに、指
文字、文字、手話単語と連続して提示する方
法であり、例えば「火山 （Volcano）」を表す
時、「V-O-L-C-A-N-O」と指文字で綴り、黒板
に単語を書き、手話単語を提示する等、複数の
モダリティを組み合わせて提示する。教員の
授業中の指文字使用に関する分析により、聴
覚障害者教員は聴者教員の 2 倍以上も指文字
を使用しており、複数のモダリティを組み合
わせたChainingを頻繁に採り入れていることが
明らかになっている （Padden ＆Ramsey， 1998；
Humphries & MacDougal， 2000）。
3． 我が国の幼稚部・小学部における指文字
使用
一方、我が国では、井口ら （2018） が2013年
に全国の特別支援学校 （聴覚障害） 幼稚部教員
を対象に実施した調査により、3 歳児から 4 歳
児の間で指文字を使用する教員の割合が増加し
ていることが明らかになった。これは、この年
齢間で、一般的に幼児における音節分解が可
能になり （天野， 1970）、単語単位で指文字の
表出が可能になる （Grushkin， 1998；近藤・濵
田， 2010） ためであると考えられた。また、幼
稚部教員は指文字を「日本語の言葉の確認のた
めの手段」、「文字への移行に有効な手段」、「手
話と日本語をつなぐ手段」等の意図で使用して
いることが明らかになった （井口ら， 2018）。ま
た、阿部 （2013） は、音声言語に手話を併用す
る小学部の国語の授業における聴者教員の発話
を分析し、指文字の用途は、①助詞の提示、②
手話で提示した語句を日本語として提示、③動
詞の活用を提示、④漢字の読みの提示、⑤文字
を読む際の提示、⑥日本語を書く時の補助とし
て提示、⑦固有名詞の提示、⑧擬音語の提示、
⑨手話の語彙としての使用であることを報告し
た。加えて、指さしにより、視覚教材 （文字， 
図版， 実物等） と手話や指文字を関連づけて提
示する方法が用いられていた （阿部， 2013）。井
口ら （2018） の「手話と日本語をつなぐ手段」
や阿部 （2013） の「②手話で提示した語句を日
本語として提示する機能」は、Sandwiching法 
（Bllumental-Kelly， 1995） やChainingの提示方法 
（Humphries & MacDougall， 2000） に類するもの
であると推測され、指文字と複数のモダリティ
を関連付けて提示する方法は言語形態にかかわ
らず有効な指導方法であると考えられる。
一方で、阿部 （2014） は日本手話と日本語に
よるバイリンガル・アプローチを教育方法とす
る小学部の理科・社会・国語の授業において、
手話を第一言語とする教員の発話を分析した結
果、指文字の使用は 2 音節以内の名詞 （手話語
彙化している） か、人名等の固有名詞のみで非
常に限定的かつ頻度が少なく、日本語は文字 
（文章） で提示されていたと報告している。米
国では、むしろ手話を第一言語とする聴覚障害
者の教員の方が指文字を多用し、指文字によ
るChainingを用いることが示されていたのに対
し （Humphries & MacDougall， 2000；Padden & 
Ramsey， 1998）、我が国では異なる特徴が示さ
れた。
Ⅵ．まとめと課題
本稿では、聴覚障害幼児の言語獲得における
指文字の役割について検討する基礎的な資料と
するため、指文字の性質と特徴を整理した上で、
聴覚障害児の指文字の獲得過程、語彙獲得にお
ける指文字の役割ついて、欧米圏と我が国の研
究を概観した。
欧米圏 （米国が中心） の研究から、手話使用
環境下にある幼児の指文字獲得は、大人との相
互交渉の中で進み、手話単語のように指文字で
綴られた語の全体の動きの特徴を捉えている
第 1 段階から、手話単語とは異なる指文字手型
の経時的並びであると理解する第 2 段階へと進
み、そして、指文字で綴られた語を単語のまと
まりとして総合的に扱う第 3 段階へと至るこ
とが示されている （Hile， 2017； Padden， 2006）。
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我が国においても、おおよそ同様の発達段階を
経ると予想されるが、指文字が音声言語の内的
表象となる過程は、日本指文字が音節対応であ
ること等から、欧米圏とは異なる特徴を示す可
能性がある。
一方で、幼児期の指文字使用が少なく、指文
字を用いた適切な働きかけがなされていない
ことが多いという指摘があり （Grushkin， 1998；
Padden， 2006）、教員や親に対して、幼児との
相互交渉の中で指文字を使用するモデルを示す
ことが必要であると考えられる。例えば、指文
字獲得の第 1・2 段階では、大人が幼児に対し
て、身近な英単語を指文字で表す、指文字と文
字を対応させて示す等の関わりが観察されてい
る （Erting， et al， 2000）。また、第 2 段階以降で
は、指文字と手話等の複数のモダリティを組
み合わせた提示方略 （sandwich法， chaining等） 
が、語彙獲得に有効であると、国内外で期待さ
れている （阿部， 2013；Bllumental-Kelly， 1995；
Humphries & MacDougall， 2000；井口ら， 2018；
Padden & Ramsey， 1998）。ただし、この方略を
語彙獲得に活用するためには、指文字と手話等
の異なる記号間を行き来できるようにならなけ
ればならない。つまり、指文字獲得の第 2 段階
から第 3 段階への移行が必要になると考えられ
る。ただし、第 3 段階へ至るまでには試行錯誤
を要し、聴覚障害児にとって 1 つの発達課題で
あると指摘されている （MacGlaughlin， 2018）。
手話や指文字がシンボリックな刺激 （言語） と
して獲得されていく過程において何が起きてい
るのか、そして指文字獲得の各段階間の移行に
関わる要因等を明らかにすることは、ヒトの言
語獲得研究への貢献も期待されると考える。
現在、我が国の幼稚部の多くは、音声言語
とともに手話や指文字を使用しているが （井口
ら， 2018）、言語指導上の指文字使用には明確
な方針がない状況にある （小田， 2006）。指文字
を通して日本語の語彙に接触し、言語獲得に結
び付けていくことは可能であるのか、日本語、
日本指文字の特徴を踏まえた聴覚障害幼児の言
語獲得における指文字の役割に関する検討が求
められている。
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A Review on the Studies of Fingerspelling and Vocabulary Acquisition
in Children with Hearing Impairment
Akiko IGUCHI*, Tsuneo HARASHIMA** and Kei TABARU***
Fingerspelling is a system in which written words are spelled, letter by letter, using manual 
configurations. The focus of this proposal is to examine the importance of fingerspelling for 
vocabulary acquisition in young children. We reviewed studies in Europe, the United States, and Japan 
dealing with (a) characteristics of fingerspelling, (b) how children acquire fingerspelling, and (c) 
connections between fingerspelled words and spoken language vocabulary. Many studies have been 
published on children’s fingerspelling acquisition, and exposure to fingerspelling by parents or 
teachers appears to play an important role in children’s vocabulary and language acquisition in the 
United States. However, little is known about the role of the fingerspelling system in Japanese 
vocabulary and language acquisition.Therefore, further consideration is needed to yield any substantial 
findings about the relationship between early language acquisition for children with hearing 
impairment and the use of fingerspelling, particularly in the process of “chaining,” which encourages 
children to see the connections between a fingerspelled word, a sign language word, a printed word, 
and others.
Key words: hearing impairment, fingerspelling, sign language, language acquisition, vocabulary
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